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ように、という申請者の強い願いを具現化したものである。薄い絵具を何層にも塗り重ねた重厚な画面は、
見るものを圧倒する迫力と説得力を持つ。申請者は、今後も聴覚に障害があるという事実を受け容れ、視野
を広げながら疎外の痛みとは何かを見つめて制作していくという。それは、言葉でいうほど簡単なことでは
あるまい。しかし、表現の世界においては「人と違っている」という事は大きな武器になるはずである。申
請者独自の表現世界の構築を期待したい。 
審査会においては、審査員全員が申請者の一連の作品を高く評価し、学位に相応しい作品であると判断し
合格とした。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
申請者は、近年、人工内耳の装着手術を受けて一定の聴力を回復したが、先天性の聴覚障害をもつ。その
ため、他者や社会と自身との間にあるさまざまな壁の存在に悩み続けてきた。それは、制作の根拠となると
同時に自身の内部にもいつしか壁を築き、他者や社会との間の壁を乗り越えることをさらに難しくもしてき
た。申請者の論文・作品における思索と実践とは、まさに自身が「境壁」と名付けた内部外部のさまざまな
壁をいかに乗り越えることができるか、その可能性を探ることでもあった。 
論文では、まず申請者の障害についての記述から、聴覚が視覚など他の感覚器官にあたえる影響や、言語・
空間認識における脳機能の健常者との差異について、自身の手術前後の経験と最新の知見をとりこみ述べる。
そして、障害によって生じた自らの心の痛み、さらには社会的あるいは民族間の差別や疎外へと考察を拡大
し、アメリカ留学でADA法と障害者の自立を実見したことから、異質であることの相互の承認と共生に「境壁
を超える対話の可能性」を見出す。また、集合的無意識や神話における救済にその可能性を見るとともに、
制作の背景としてそれらがどのような役割をはたしているのかについても述べていく。以上、人間の知覚シ
ステムと自身での変化、表現との関係を冷静に分析し、申請者の多くの思索が凝縮された論文であり高く評
価できる。 
作品においても、アメリカ留学の前後の経験―聴力の回復による空間認識の変化、自身の障害を相対化し
受け入れる覚悟―により、大きな展開をみせる。アメリカでの筆談メモを貼りこみ上から染料で着色した「言
葉の障壁、言語への再考」では、薄い染料の層が、聞こえるが聞こえない、という境壁をあらわし印象的で
ある。また、失聴時の作品を細かく裁断し、あらたな聴覚を得た世界として組み合わせ再生する作品「永遠
に音を響かせる無音世界―意識と無意識の境界―」では、無音世界と人工内耳による聴力を併せ持つ矛盾を、
組み合わされた過去とそれを包む空白部分で表そうとし興味深い。どちらも申請者の思索と思いが直接結晶
化した作品であり、提出作品とは別の表現の可能性を感じさせる。 
提出作品の題名の“カウザルギー”とは、もともとは神経痛の痛みのことであるが、申請者は、心因性を
ともなう灼熱の痛みとしてとらえる。そして、蝶と古代模様、水と火、自身の聴力の回復と無音世界などを
生と死の象徴として重ねあわせ、それらが統一された調和の世界、対話の結晶として描き出そうとしている。
申請者の真摯な思索と実践の成果として、また今後に向けた第一歩として高く評価できる。 
以上のように、論文、作品ともに申請者の多方面にわたる思索と実践の結果として充実したものであると
審査員全員が高く評価し、合格と判定した。 
